








研究目的:

　急性感染症のうちで風疹は胎児に及ぼす影響のもっとも強いものの一つであ

る。たまたま,昭和 50 年はじめより東京,神奈川を中心に風疹の流行がはじま

り,全国的に流行が拡大したが,東日本により強く認められるようになった。

　内地での昭和 42-3 年の流行以後,わが国住民の風疹に対する免疫度は,妊婦

年齢では約 80%を維持しているものの,近年やゝ低下の傾向があり,特に思春期

年齢での低下がより著明であるという指摘がなされているところであり,今回

の流行が妊婦に及ぼす影響については重大な関心が生ずる。このような観点か

ら,今回の流行による被害の調査に重点を置き,その対策を検討することを目的

として研究を行った。


